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＜追悼　伊藤章教授＼

故　伊　ri，1≡　1’ti’i：叉授

伊藤 章学兄を悼む

（一）

三好豊太郎

　伊藤章学兄とは，明星大学ての研究室が隣り

であった関係上，この10数年の間，何かにつけ

て，親しい御交わりをつづけていた。しかろに

突如として学兄の計に接することとなり，誠に

感慨無量である。学兄は同僚に対しては常に懇

LJJ，丁重であり，学生に対してに厳格，細心な

注意を払い，しかも絶えず自らの研究に対し

て，きびしく追求をしておられた。ユーモアを

交えての時々の研究室ての；詰嬉、，今はi，う過

去の息い出となり，数多くの会合ての印象的な

会話の断片が，そこはかとなく浮かんて来ろこ

の頃である。中ても卒業生の結婚式に同ぽし

て，かわした座談は忘れがたいものがある。

　学兄の生涯67年は現代てはまだ早きに失丁ろ
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代⊃ノ㍉7に対㌧て，どうかこば二’ミらせていた
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あ．って，rL「、㌧‘．、‘「の三：：；遮吾教授力1古いL：L（のrば

三の時に，　1．．．tlしば一段と声を㍑めて；1日介され

た頃をなつぷ㌧．1思い川だす次㌘一”あろ。学兄

はモルガンの二の∴物について，次のように述

べて1こ1られ’　「モルガンにこの研究のために

殆んと40∵『”ij，北アメリカのインディアンの

1〔IL∴団添て．、．イロクオイ諏いの中で生活し，

その！‘富，㌦㍑∩1ミ1．．’を　にとして，ll汀こ’のい

ろ‘一ろf，当　li　”i．　：∴1を：ひ1．r’したので：：戸：⊃　そして
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じ㍉の二あ　「二いう，す：ミらしい∵：術上の発見

をしたのて、：，1口と、そして，　こにi・．‘．；に㌧　）

如く、［‘Jhlの’㌧後によって引川して‘．・にっ　「㌻

し進歩i．」．；1・の已川二．：ノ．tたよ：）に，〉に未の法

則でもあろ六ら：三，単に口崖G．．つ裕」三求すろ

ことは，　ノ∪旦⊃：」㌧f受の：二而rて：iミない、　……中

n各・・・…　6∴ご台：こお：ナこしミご．主づミ，　！二三こ：こ三ゴ：ナろノこ

二二，i；一　1－：」の平：∵，，：遭教㌣　　二kらこそ経：二，

七庄およびZ斗学がそれに向って，i［　3えす努刀し

ているところの次のより肖い『i二会段1管をさし示
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：’てあろうt｝それは古代氏瓜の自山，平、J；およ

ひな愛を，’f，　1自」い1㌢3二1”活させるもので

J，・ノろ。」

　このような記述をした後，宗来仕会につい

て，次のように述べていろ。　「それはともかく

｛ご来社会にお1、・て，文明の危lllがおこって当、

これを克月艮しな：ナれば7’gらないのr＿あ’Lっ　しか

し，それを克服すうためには，人川：ζ今から，

どうして．克服すうかをli汗究し，実行しなければ

ならないのであろ。つまり末来仕会が提出する

であろう間題を今から考’え，それに対処すろよ

うにしなければならないのであろ。」

　このような問題意設をもって，㌦るとして現

実社：会の調査研究を進めておられた。その労［’［i

し］

）1●2をあけろこと二にしよう。

（三）

　「都市化地域の農業水利を中心として」（明

星大学社会学科研究報告　第4しft　1972年3月

1：［」）

　学兄はわが国におけろ土地利川の仕会経済的

研究の，極めて限られたものて∴ったことに注

［1して「上地利川の研究日標，研究方法を樹立

しなければならなかったが，先ず対象について

いえば，ポ田ては一L旭改良事業の経済効果を，

畑についてik吉畑を中心とした⊥地利用の三更

　　．桑「の減少を1’期的（印態的）に，短期的

（静態的）に：∴1定したミ、のは何か　　を」研究

することにした。

　ここに．硫しい間口として，昭和35年度以降の

li本窪済の高㌧こ成長が，もたらしたi：i；Tiiの巨大

たボ張であろ巨大都市，及び巨帯ill；Tirの出現を

見うに至った∵情の研究にi：［：日し，特に後者巨

1。J：ち市「NlegalOp（〕lisの出現は農業社会なり，

，k、．三ポぶの壬件に多くの刻ヒを与えるに至った

のである。㌦地転川によるかんがい面積の減

少，したがっで二益農家の水利費負担の増大，
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㍗0）預託を契約してL・．㌃1育成牧島1二ついて，そ

の実態を明かにし，汀成と1．㌃Lのla・］部門の地域

｜≡lij．［窃戊㌻警の．成き∫己条イ’ドと山1寸］『辰じ’↓との1三じ主をフヒ川1

することとしたい，」　．ヒいう意図の一i；に研究を

進めた。

　このようにして長野県及び：社奈川県におけ’ろ

育成牧」’易の実態の、に三を’し、その結采を次のよ

うに要約した，「さてこの吉成牧場て育成さ」i　t

た乳干（．よ如何ちこ二評価二二：ごけ．　こいるであろう

カ㌔　’fi　ii述した’al　iく4友」湯．建元とミ［㌃初1よ，　式ξゴ音］芝礼1

も，育成技術もまずく，．1「：故「1’・　｝；、多く出て，農

家の信頼を得㌘ことが出六なかった。その後，

技術の向上にともなって牧場に対する許価≠、高

まり，受託頭数：、垣力したのであろ。黒経牧場

て1育成された乳！｝・バ，2産目1．、1：から泌手L量が巴
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㍑育．成の乳’トより増加し，かつ耐’用年数が長い

という言㍗1面．乞1三ヒi“てい」）といわ．れろ。　また，　ゴき

市〕式｛三についてに俸］三・体r☆1：之ご1∵云の吉『月～ミより

もすぐれていろが，津◎．．1’i二∵1［　t：〉らという」

　さらに経済的な：．．iiI”1・ii，・て、経営上の黒字を

バしている長野し：、しiパ・川の∴：㍑について，次の

ヒうに1玉べ『．：L　x．．：．∩　「r’）㍉ジ㍉ん，　当：1・刀ゾ）劾べ1’：を

」巳ら『し，　ノゴ吊の1嘆価∬’ll去llをしていろ戊っけで｛まな

い1．｝rl｝しど！v，　ξ査？㌃の．iSl，・i’：の1．）i〔llこ日上fiiT　JILLにこt）ろの

か」の［lj〔国の究1ijjを試ひ，01に仔牛は：数戸；の

しこ三ミ；二、　111二言ごt：」賓．｝二しf．ここヒ，　三：喜2：二才’ζナ易工ミti）

詰口技術のす・ぐれてい／こ三，1．喜3に村当局の

姿・勢から：Ji3たことをあげてい；L　，そしてこれを

∫1ξ1二：二　「．i：寸元ミlii県と二まミ豊ゴリ已の［diに．見られる］也±gva

［川［∫ジ1ミのIJ≡1已を見たのであろが，　そのミ将来は氾1

1’i’：．］「力と二．言’」、　’）亡∴二を・胃・㌧ミい」　Lしていろ。

（五）

　これご要するに理、；、言と現実とのll〔i三上は當に形

i：．

；；下旧科学レつ直□す・こ課1≡『：こあり，学徒はこれ

に如fl1∫に対処すろか力弓ミ：1㍑され二こいる。　ii町者は

ゾ㍉こ］’正〕匡されろべき‘てあ1］，　」じに［SJミりなきr　i）　ii　jt！i

を期待されている。

　学兄は常に真三に事完を追求し，真実にそれ

を受けとめようとすろ態反三堅にされていたこ

とが感じられる。そして研究心か深く，尚大い

になすべき課題を抱きながら，にわかに他界さ

れたことは，誠に借しんて余りあろ次第であ

㌃。

　ここに謹しん二，深．く学兄の御冥福を祈ろ次

《1喜て二）ろう

　　　　　　　　　　　　　（ユ981年11月15日）

　　　　　　（みよし　とよたろう，本学教授）
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本籍　福井県福井丁．i）’東宝永町2　115

fl三戸lr　　Jggi・r者1；杉W三1竺1‘：lj　l．1］．．！∫・i・1’」5．．・－18－18

｛：i、；ノトリ己i：㍍Jl㍗i∫．・．｛ミ’宝オこrll丁にて出コ三へ

；・訓・rlゴ立宝δこ．．こ市小学．il：li入学，

同｝交†撲。

招井県立福．1卜中学佼入学。

同校．．！｛べ荒。

姫路高等”1「：険ζ科乙類入学。

同校卒業⊃

1｛て〕ズ・r菅Ll重i戊ご▲こ．文弓二汀：．『E会∫亨：矛こトフ＼”1：：．ぴ

同大学卒業（文学士）。

京京帝国大学農ごi詰；農業経済’㌢：科入学⊃

同大学卒業（農学D．，

「「］：、t」ヒ元；（ノぐ丁：巴㌧学1フ完］功Slie／〔。

「司：fv．1：1ヒ刀〔ノく二子月1と弓司写ご冨ll教ナ受1

国立北京火学農学院nt［1教授を退任D

㍑ミ1：｛こ字己乃］芳　（農地局，　統計調査局，　開拓研究苛　等）。

農｛・i：省呉業1’乞術研究所（土地経済研究室長，土地利用研究室長　等）。

二京元〔プく｛’子6隻学守キ「言薄：了日　（ξミ†寸社会i］r：t旦≧土G，　　元E任）。

「口本ほ花閥1・田ヒのが斤」　（共茗）にて昭和35年度日経・経済図書：文化ヱ‘tを受

賞。

ヌ芝元〔プく：’蕗より戊∫き学：卜享一1　；のヨ≧1立を’受’1ナろ∩

農地整川計：：ii委員会専門委日；

狂iポ打農．業］：ミ術研究所（土」也経済研究主］．．ミ）を退．任。

明星大学人iこ学部敦授（都市ll　ik一村社会学，社会学，社会学㍑習　等担当）。

山村振興；菅1査会評議貝っ

名古：．、こ大学文学部講師（農村祉会学担当，兼圧，1年聞）。

戊ゴミ元ξ刀ぐ干［」i昌」n旦｛i斤ヲヒ会．委員。

「↓月星プぐ詰ノく㌃：じ｝亡ノ＼二ξ弓きn斤フ巳矛斗．Z］ニー会fj匂享攻f彦｛二譜：程｜》習三ミ（こf半い，　D小｝堅至ξナ旦当　（．農

村社会学持諒，社会学演習担当）。

科学技術．庁｛元術士（地域農業開発計一）、口1験芸員（1年聞）。
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昭和49年3月

U召禾［｜49二｛三4　月

日三］矛rl50∫｝三4　戊］

日召不rl50幽仁4天］

日召矛U51蓋F　4　月

昭和51年4月

日召矛055年3月

日召禾rl55〈日三9月

日召和56　1f．．9月26日

日召下日56∫P9月
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東京大学農学部講師を停年規）己こより退任。

巴抹打農業者大学ぴ講川（農．｛・］社会学，吉川汀1二会学担当，三｝it’任）で

名古ば大学文弓三部講師（農け社会学担当，兼任、　1年聞）。

「葉大学園芸学蠕lll講師（農業経営担当，兼任，1年間）。

明星大学大学院ノ、文学研究科召二会学1享攻博IJ‘；1｝！程開設に伴v・，同課程担当（社

会学理論特殊石：1「究，社会学涼習担当）。

松山n科大学講匡百（農．1寸江会学担当，ば任）。

農日’汽農業者ラ1く学．校講川を退｛’fl．

明星大学人文学部社会学科主任教授。

　　　’；！：年満67歳ウ

勲五等瑞宝章で

学会加人　日本社会学会

　　　　　関東社会学会

　　　　　「1本農業経済学会

　　　　　村落社会研究会

　　　　　農業分1斤方法研究会

伊藤 章教授著作目録（抄）

　　　　著　書　・　論　文　名

『農村社会学講義案』

商品生産と土地利用

土地改良と土地利川

桑園の哀退と［」本農茉の：L況

『農業における長期投資の経iJf性』（共著）

『農業水利の長期効果』（共著）

『土地利川よ1）観た養蚕業に関すろ研究』

　（共著）

⊥地利川と養蚕業

土地改良の経済効采

上地利川と養蚕業

『H本農業機械化の分｝ll』（共著）

　発表年月

i「召矛1．｜18フ・1　3　月

日ゴ不n27」仁2月

｛口．f：［i27年6月

［i口‡「］29羊3　月

昭和31年3月

昭和31．年3）j

ilEtT　T一032有三9ノ］

［i口下i1331’f＿3月

ll≡｛〒日35年1　月

1眉．i；日35∬三4戊J

日ヨニミ目35三三6月

　　発表誌名・発行所等

北京大学農学院

r農五研報告』H第3号

「農1三汗隷告』H第5号

『農五研報告』H第11号

農林省農地局

東大農学部農経敦室

『農菜経済研究』第31巻第3号

こ経済発二と農完Ill腿］』所収
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